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はじめに 

 片貝川は，魚津市の南東部にある毛勝三

山（標高 2415m）あたりを水源とする二級

河川である．勾配の大きな川で，標高 2000m

以上の山から僅か 21km 程で海に流れ出す

急流河川である（稲村，1993）． 

上流域は東又谷と南又谷に分かれ，この

二つの谷の合流地点より下流へ下ると，右

岸側から別又谷川が合流する．さらに下流

へ約２km下ると，黒谷地区の大型堰堤があ

る．この堰堤は河口から約 11km上流にあり，

海から最初の堰堤にあたる．中流部は時期

によって水量の減少が激しく，春先から梅

雨時までは水量が豊富だが，夏期になると

極端な減水・渇水がみられる．下流域では，

河口から約 600ｍ上がったところで，片貝

川最大の支流である布施川（延長 12㎞）が

右岸側から合流している．片貝川の河口付

近は近隣の黒部川や早月川とは異なり，ほ

んの少し流れのゆるいところがある（稲村，

1993）． 

魚津水族館では，2007年から毎年，片貝

川の魚類を中心とした水棲生物調査を行っ

ている（稲村，不破，2007，2008）．今回の

調査では，これらの定点調査の結果から，

片貝川に生息するカジカ大卵型（以下「カ

ジカと記す」）の分布域と，片貝川水系で唯

一，トミヨとスナヤツメが確認された布施

川用水路周辺の生息状況を明らかにするこ

とを目的とした． 

 

調査方法 

 調査では，手ダモを用いて採集した．水

深が深く採集が困難な場所や堰堤下などで

は，シュノーケリングによる手ダモ採集・

目視調査を行った．原則として，採集した

魚類はその場で同定し，個体数・全長を記

録した後放流した．  

 

地点および調査日 

 今回の調査地点は，2007年調査の定点に

倣い各地点を設定した（図 1）．調査は平成

21年（2009）６月 25日，７月 16日，８月

17日，９月８日，10月５日の合計５回行っ

た．本流の減水が起こる８・９・10 月は，

過去にカジカが確認された黒谷地区の大型

堰堤下（定点６）より上流の高木橋の上に

位置する３段列の堰堤（定点２）と，さら

に上流の東又谷・南又谷合流点付近で調査

を行った（図２）．６・７月は，トミヨやス

ナヤツメが確認された用水路（調査地点④

と調査地点Ａ）とその周辺の水田へ流れる

水路（調査地点Ｂ），更に下流部の布施川と

本流の合流点（定点 10）で調査を行った（図



 

３）．各調査時の水温を表１に記した． 

図１：2009年 片貝川調査地点図 

  

結果 

調査の結果を，「カジカ生息域調査」と「ト

ミヨ・スナヤツメ生息域調査」に分け、各

調査地点での確認状況を記す． 

 

１）カジカ生息域調査 

 [定点２：高木橋]  

 

 高木橋より上流を望むと３段列の堰堤が

ある．過去の調査では下流側の３段目下で

カジカが確認されており，ここが分布の最

上流部に当たる（稲村，不破，2007）．８月

17日に，この３段目の堰堤にハシゴを設置

し，さらに上流でシュノーケリング調査を

行った結果，上流側１段目の堰堤下でカジ

カが１個体（全長 11㎝）とニッコウイワナ

（全長５㎝）が採集された．この結果を受

けて，さらに上流へ溯り，９月８日に東又

谷・南又谷合流点（写真１）でシュノーケ

リング調査を行った（図２）．その結果，合

流点と南又谷では確認されなかったが，東

又谷では合流点から上流の最初の堰堤まで

の間（約 250m）で全長 12 ㎝のカジカが１

個体採集され，他に１個体が目視確認され

た． 

図２：定点２から東又谷と南又谷の合流点 

 

[定点５：別又谷川] 

 

 本流との合流点近くに別又橋がかかり，

その直下に堰堤がある．８月 17日に堰堤の

上下でシュノーケリング調査を行った．堰

堤下では，ニッコウイワナ，ヤマメ，アユ，

カジカが目視確認された．アユは黒谷堰堤

の左岸側にある魚道から遡上してきたと考



 

えられる．カジカは堰堤上でも全長２㎝の

個体が８個体採集されており，別又谷川で

繁殖した個体と考えられる． 

 

[定点６：黒谷堰堤下] 

 

 河口から 11㎞上流にある大型の堰堤で，堰

堤下は深み（水深約２m）になっている．10

月５日にシュノーケリングによる手ダモ採集

を行った．堰堤周辺に植物はなく，石の隙間

に枯葉が堆積していた．本流が減水している

ため，堰堤堤体の上からは水が流れておらず，

左岸の魚道から水が供給されていた．ここで

はニッコウイワナ，ヤマメが目視確認され，

全長 10㎝のカジカが４個体採集された．  

 

２）トミヨ・スナヤツメ生息域調査 

 

図３：布施川用水路周辺図 

 

[調査地点④：支流布施川用水路] 

 

 片貝川支流の布施川下流に架かる布施橋

の，左岸側を流れる用水路である．両サイ

ドはコンクリート護岸化されているが，河

床には砂が堆積しておりエビモ，バイカモ，

ミクリの一種等の水草が繁茂している．

2008年調査では，トミヨ，スナヤツメが本

地点でのみ確認された．今回の調査では，

７月 16 日に布施川合流点から調査地点④

を含むＪＲ線路下まで（調査地点Ａ）と，

その周辺の水田へ通じる用水路（調査地点

Ｂ）を調査した（図３）． 

 

[調査地点Ａ：ＪＲ線路下から布施川合流

点] 

 

調査地点Ａではトミヨ４個体（全長 4.8

㎝，3.0 ㎝，3.8 ㎝，3.5 ㎝），ドジョウ 11

個体（全長約４～５㎝），シマドジョウ２個



 

体（全長 4.5㎝），コイ科魚類の稚魚，マシ

ジミ 15個体（殻長 1.0～2.5㎝），カワニナ

３個体（殻長４㎝）が確認され，最も多く

採集されたのはドジョウであった．用水路

の合流点には水門があり，さらに用水路と

布施川の合流点はコンクリートで固められ

た落差があるために，魚たちが布施川本川

から遡上できる構造ではない（写真２）．水

門から布施橋までは，コンクリート護岸化

されており，左岸側の水田へ引き込む水門

周辺や僅かな深みに形成された砂溜りにミ

クリの一種が繁茂している（写真３，写真

４）．砂溜りでは，マシジミやスナヤツメが

確認され，ミクリの周辺ではトミヨが確認

された． 

 

[調査地点Ｂ：水田周辺の用水路] 

 

調査地点Ｂでは，スナヤツメ６個体（全

長 6.5～14.4㎝），トミヨ６個体（3.0～3.6

㎝），タカハヤ１個体（全長 3.0 ㎝），ドジ

ョウ８個体（全長約５㎝），シマドジョウ４

個体（全長 4.4～8.2 ㎝），ニホンアカガエ

ル１個体（体長 2.8㎝），トノサマガエル（幼

生）１個体（全長 6.3㎝），ツチガエル（幼

生）１個体（全長 3.7㎝），マシジミ２個体

（殻長２㎝）が採集され，水路内でもトミ

ヨの生息が確認された． 

水を大量に引き込むコンクリート水路

（写真右の水路）で生物は確認されなかっ

たが，さらに細く分断された水路（写真左

の水路）では，スナヤツメ，トミヨが確認

された．この水路は底に砂が堆積し，水草

（ミクリの一種）が繁茂していた．写真右

の水路の水温が 25.0℃であったのに対し，

トミヨが確認された水路の水温は 19.5℃と

低かった．水中の水底付近に手をかざすと

明らかに冷たい所があり，湧水が確認でき

た． 

 

[定点 10：寿町，布施川と本流の合流点] 

 

 河口から 600m上流では，右岸側から布施

川が合流する．底質は石底に砂や泥が堆積

しており，右岸が浅く左岸が深みになって

いる．６月 25日に，シュノーケリングによ

る手ダモ採集と目視調査を行った結果，ア

ユ，ウグイ，ウキゴリ類の稚魚，アユカケ

が目視確認され，ヌマチチブ３個体（全長

8.0 ㎝，4.8 ㎝，4.5 ㎝），アシシロハゼ３

個体（全長 9.4 ㎝，7.6 ㎝，6.7 ㎝），ゴク

ラクハゼ１個体（全長 4.1㎝），シマヨシノ

ボリ３個体（全長 5.0㎝，4.0㎝，3.9㎝），

アユカケ１個体（全長 11.4 ㎝，）が採集さ

れた． 

 



 

考察 

今回の調査で確認された魚類は，８科 16

種であった．確認種を，過去の記録（田中，

稲村，1993）（稲村，不破，2007・2008）と

比較して表２に示す．今回新たに確認した

魚種は，ドジョウ科のドジョウ１種のみで

あった．過去の調査では，本流で確認され

なかったドジョウだが，水田周辺の用水路

がドジョウの生息に適した環境であったこ

とで多数確認されたと思われる． 

 

１）カジカ生息域調査 

片貝川は，急流で水量も多いことから，

７つもの水力発電所があり，その取水と砂

防のための堰堤が上流の各谷に設置されて

いる（稲村，1993）．これらの堰堤により，

カジカなどの渓流性生物の生息地が消失し

たり，分断されている．また，河床の平坦

化により，浮石が減少していることもカジ

カの生息・繁殖場所が減少している要因の

ひとつである（田中，2002）．片貝川でのカ

ジカ分布域の下限である黒谷堰堤下は，真

夏でも水温が 12～13℃と冷たく，減水期で

も完全な渇水がないため，カジカが生息で

きると考えられた．黒谷堰堤下より下流域

では，夏期になると減水・渇水する箇所が

多く，カジカが生息できない環境になる． 

上流部の調査では，2007年調査でカジカ

生息地上限部であった高木橋堰堤より更に

溯った「東又谷・南又谷合流点～東又谷で

最初の堰堤」までの間で確認された．また，

2007年調査では，高木橋堰堤下で繁殖した

と思われる幼魚（全長２～３㎝）が多数確

認された（稲村，不破，2007）が，今回の

調査では，全長 10㎝程の成魚が２個体確認

されたのみで，稚魚や幼魚は確認されなか

った．確認された個体数は上流に進むにつ

れて減少しており，分布の上限域に近いと

感じた． 

  

２）トミヨ・スナヤツメ生息域調査 

トミヨとスナヤツメは，2008年調査で片

貝川水系に生息していることを初めて明ら

かにした．両種とも過去の調査で確認され

ておらず，他の調査地点でも確認されない

ことから，現在の片貝川水系での分布は局

所的と考えられる．富山県でのトミヨの主

な生息地は，扇状地の湧水の出る用排水路

や，大河川の河川敷内の水溜りなどで，ヨ

コエビやユスリカの幼虫などの小動物を食

物としている（田中，2002）．スナヤツメは，

河川の中・下流域や用排水路の川底に泥や

砂が堆積している場所に生息し，泥の中の

有機物を食べて生活する（田中，2002）．両

種とも生息地は湧水帯に限られているため，

用排水路の整備が進んで湧水帯が減少し，

分布域が狭まってきている．今回の調査で

は，布施橋からＪＲ線路下までは河床が砂

泥底で水草が繁茂しており，トミヨやスナ

ヤツメだけでなく多くの水棲生物が確認さ

れた．水温は夏期（７月 16日）でも 20.8℃

と低かった。ＪＲ線路より上流では，用水

路の三面ともコンクリート護岸化されてお

り，流れが強く生物が確認されなかった．

水田周辺の水路では，ごく一部に湧水があ

り低水温が保たれていたため，トミヨ，ス

ナヤツメの生息が確認された．これらの地

点は僅かに生息環境が残されている状況で，

片貝水系でも貴重な場所である．用水路の

改修が進めば途絶えてしまう可能性があり，

早急の保全対策が必要である． 

 



 

おわりに 

2007年調査で確認されたカジカの分布域

を，今回の調査ではさらに上流まで明らか

にすることができた．今後は，東又谷を溯

り各堰堤ごとに調査を行い，分布の上限を

探っていきたい．あわせて，合流点から南

又谷の最初の堰堤までは，十分な調査がで

きなかったので，南又谷のさらなる上流へ

と調査を進めていきたい．また，布施川水

系や，支流の精細な調査を行い，本流と支

流の関連性を明らかにしていきたいと思っ

ている． 
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写真１：左側が東又谷，右側が南又谷 
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写真２：用水路と布施川の合流点 



 

写真３：僅かに形成される砂溜まり 

 

 

写真４：ミクリの一種 

 


